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プレス発表 
 

 

 
2015年 6月 23 日 11 時 

国立研究開発法人 放射線医学総合研究所 
 

放射線事故・災害対処のための実働演習を開催 

－千葉県警察、千葉市消防局との合同研修会－ 
国立研究開発法人 放射線医学総合研究所(理事長：米倉 義晴)  

REMAT 富永 隆子 医長 
 

国立研究開発法人放射線医学総合研究所（理事長：米倉 義晴、以下、放医研）

の REMAT※は、千葉県警察、千葉市消防局と合同で、放射線事故・災害対処のため

の研修会（実働演習）を 6月 25日（木）に開催します。 

この研修会は、千葉県における放射線事故・災害への対応を求められる各組織

の初動体制の実効性を確認するとともに、緊急被ばく医療の専門派遣組織である

REMATとそれぞれの活動について相互理解を深めることを目的としています。昨

年度から始まり、これまでに 3回実施しました。 

今年度の第 1回目となる本研修会では、盗取された放射線源積載車両の交通事

故による複数の要救助者の発生を想定して、放医研のグラウンドにて初動対応の

実働演習を行います。各機関の放射線災害対処関係者（約 60名）が参加し、各機

関の特殊車両、放射線防護機材などを用いて、事故現場での安全確保、二次災害

防止のための境界線の設定、傷病者の救助活動、放射線測定などを行います。 

     
 REMAT 車両             千葉市消防局 特殊災害対応車 

 

取材をご希望の方は、「取材を希望される皆様へのお願い」をお読みいただき、

6月 24日（水）午後 12時までに下記の問合せ先まで FAXにてご連絡ください。 
 

【取材に関する問合せ先】 

国立研究開発法人 放射線医学総合研究所 企画部 広報課 

TEL：043-206-3026 / FAX：043-206-4062 E-mail：info@nirs.go.jp 

本件の取扱については、下記の解禁時間以降でお願い申し上げます。 
新聞・テレビ・ラジオ・インターネット： 

 日本時間 6 月 23 日（火曜日）午後 14 時 
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１． 演習概要 

１） 目的 

各組織の初動体制の実効性検証と活動の相互理解 

２） 日時 

平成 27年 6月 25日（木）8:30～12:00（予定） 

8 時 30 分より演習内容について説明を行います（説明資料は当日配

布します）。 

３） 場所 

放射線医学総合研究所グラウンド (演習)および講堂(説明会) 

千葉市稲毛区穴川 4-9-1 

４） 参加機関 

千葉県警察、千葉市消防局、放医研、その他  

５） シナリオ（概要） 

盗取された放射線源を積載した車両による交通事故で複数の要救助

者が発生し、関係機関が対応する。 

 
 

 
（用語解説） 
※1 REMAT（Radiation Emergency Medical Assistance Team） 

 放射線被ばくや放射性物質による汚染事故などが起きたときに、現場で初期医

療を支援する緊急被ばく医療支援チームです。放医研の被ばく医療の専門医師、

放射線防護や被ばく線量評価の専門家などで構成されています。 

 

 

（問い合わせ先） 

国立研究開発法人 放射線医学総合研究所  

企画部 広報課 

TEL：043-206-3026  

FAX：043-206-4062 

E-mail：info@nirs.go.jp 

 

（研修会に関すること） 

国立研究開発人 放射線医学総合研究所  

REMAT派遣業務室 

氏名 三井 正紀 

TEL：043-206-3115 

FAX：043-206-4095 

E-mail：hibaku-admin@nirs.go.jp 
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（参考資料）昨年度実施した机上訓練の様子 

 2015年 3月 5、6日に放医研内にて、千葉県警察、千葉市消防局、REMATが合同

で机上演習を行いました。盗取された放射線源を積載した車両による交通事故で

複数の要救助者が発生したというシナリオに基づき、各機関による情報収集及び

共有、現地対策本部の設置、二次災害防止のための境界線の設定および住民避難

等を机上でシミュレーションしました。 

現着前の各機関での情報収集 現着直後の情報共有 

放射線モニタリング結果等、事故現場情報の共有と対応の協議 

現地対策本部の設置、立入規制区域の設定 
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取材を希望される皆様へのお願い 
 

  報道関係の皆様には、下記の各点をあらかじめご了承いただけますようお願い申し上げま

す。 
 
○放医研正門守衛所で入構手続後、講堂入り口にて受付をお願いいたします。受付にて名刺

を頂戴いたしますのでご持参ください。 
○会場内では報道関係者であることがわかるように各社の腕章を必ず御着用ください。 
○取材カメラ用に電源をご使用いただくことはできません。 
○演習中の参加者にインタビューを行うなど、演習の妨げになるような取材はご遠慮下さい。 
 ※演習風景は、演習を妨げない範囲で一部のエリアを除き自由に撮影していただけます。 
 ※演習終了後に説明担当者へのインタビューが可能です。 
○取材に際しましては、広報担当者の指示に従ってくださいますようお願いいたします。 
○都合により、スケジュールの変更や取材の中止の可能性があります。 
○取材を御希望の場合は、下記のお申込フォームにご記入の上、広報課へ 6 月 24 日午後 12

時までに FAX（043-206-4062）で御登録ください。 
   

御社名 
 

 

取材責任者氏名 
 

 

来所人数 
 

 

連絡先（電話/FAX/E-mail） 
 
 

 

駐車場利用の有無 
※有りの場合は台数もご記

入ください 
※テレビの場合は中継車の

有無を明記下さい 

 

インタビュー希望の有無 
※インタビュー時間等を調

整させて頂く場合がありま

す 
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